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【技術の概要】 

本技術は、掘削土砂を排出させずに掘削装置を地盤

に回転圧入し、これを引上げながらセメントミルクを

充填することで、セメントミルクからなる置換柱状体

を地中に築造し、これを杭状補強体（以下、“補強体”

と称す）として利用する地盤補強工法である。 

なお、本技術で築造する補強体は、2019 年 5 月 7 日

に(一財)日本建築総合試験所 建築技術性能証明 第

11-28号 改 4（更 1）として性能証明されたピュアパイ

ル工法（PP 工法Ⅱ）によるものとしており、本工法に

よる補強地盤の鉛直支持力は、基礎底面下の地盤の支

持力を無視して補強体の支持力のみを考慮することと

している。 

 

【技術開発の趣旨】 

本技術は、ほぼ無排土で削孔できる掘削装置によっ

て造成した柱状孔にセメントミルクによる置換柱状体

を築造することで、強度のバラツキの小さな高強度の

補強体を築造可能とし、かつ、施工に伴う発生土処理量

を実質的に無くすことを意図して開発したものである。

また、支持力を算定するための地盤の強度指標として、

ジャパンホームシールド株式会社が開発したスクリュ

ードライバー・サウンディング試験から得られる区間

貫入エネルギーの平均値を用いることで、支持力算定

式の精度向上を意図している。 

 

【性能証明の内容】 

本技術についての性能証明の内容は、単杭状の補強体

の鉛直支持力についてのみを対象としており、以下の通

りである。 

申込者が提案する「SDS－ピュアパイル工法（SDS－PP

工法） 設計施工指針」に従って施工された補強体の許

容支持力を定める際に必要な地盤で決まる極限支持力は、

同指針に定めるスクリュードライバー・サウンディング

試験結果に基づく支持力算定式で適切に評価できる。 

 

図 1 引き抜いた柱体の状況 

 

 
図 2 主要施工機材 

 

〇支持力算定式 

SDS 試験は、戸建住宅を対象とした小規模建築物の地

盤調査法に位置づけられる他、一般地盤調査としての概

略調査又は補足調査に用いられている。 

Ru=（38E̅0.25SL+12）・πDL 

（腐植土地盤およびその上方の土層は除く）

 

ミキシングプラント

掘削ロッド

ＰＰパウダー
セメント、水

← セメントミルク

グラウトポンプ施工機本体

Ru ：極限鉛直支持力（kN） 

   E̅0.25SL 

 

：支持力を考慮する範囲 L（柱体天端から柱体先端

の下方 1Dまで）のE0.25SLの平均値（kN・m） 

D ：設計径（0.20m） 

L ：柱体長さ+1Ⅾ（m） 
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